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(54)【発明の名称】 フラットパネル表示装置及びその駆動方法

(57)【要約】
【課題】  オプションボードなしに表示特性の調整等が
容易に可能なフラットパネル表示装置及びその駆動方法
を提供することである。
【解決手段】  液晶パネルディスプレイモジュール４０
０は、メモリ部４３０からシリアルバス４１１，４１２
及びケーブル３１１，３１２を通じて液晶パネルのデジ
タル映像情報及び制御信号等の表示特性情報をグラフィ
ックソース部３１０に伝送する。グラフィックソース部
３１０は、この情報を解釈し、パネル特性に適したデジ
タル映像情報及び制御信号を発生させて画面を表示す
る。このようにすることで、フラットパネルディスプレ
イモジュールでフラットパネルの表示特性情報を補修し
て解釈することができ、対応している新たな規格のディ
スプレイ信号を出力することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】フラットパネル表示装置において、
シリアルバスを通じてグラフィックソースからデジタル
映像情報及び制御信号を直接受信し、パネル特性に適し
たデジタル映像情報及び制御信号を発生させて画面を表
示する、フラットパネル表示装置。
【請求項２】フラットパネル表示装置において、
シリアルバスを通じてグラフィックソースから直接入力
されるデジタル表示情報を保存するメモリ部と、
前記グラフィックソースから受信したデジタル表示情報
に基づいて、該当フラットパネルに適した表示情報を前
記メモリ部から抽出して駆動信号を出力するタイミング
コントローラーと、
前記タイミングコントローラーから受信した多数の信号
に基づいてデータラインに映像信号を出力するデータド
ライバーと、
前記タイミングコントローラーから受信した多数の信号
に基づいてゲートラインに制御信号を出力するスキャン
ドライバーと、
を含むフラットパネル表示装置。
【請求項３】前記メモリ部は不揮発性メモリである、請
求項２に記載のフラットパネル表示装置。
【請求項４】前記デジタル表示情報は、
多数のフラットパネルに適した多数形態の信号を含む、
請求項２に記載のフラットパネル表示装置。
【請求項５】前記デジタル表示情報は、
使用者が所定のプログラムを使用した所定のデータ入力
によって、前記グラフィックソースからシリアルバスに
出力する所定の信号によって変更可能である、請求項２
に記載のフラットパネル表示装置。
【請求項６】前記デジタル表示情報は、
使用者が前記フラットパネル表示装置の外部に設置され
た所定のキーを使用して所定のデータを入力することに
より変更可能である、請求項２に記載のフラットパネル
表示装置。
【請求項７】フラットパネル表示装置の駆動方法におい
て、
シリアルバスを通じてグラフィックソースから直接入力
されるデジタル表示情報を保存する段階と、
前記グラフィックソースから受信したデジタル表示情報
に基づいて、フラットパネルに適した表示情報を抽出し
て駆動信号を出力する段階と、
前記駆動信号に基づいてデータラインに映像信号を出力
する段階と、
前記駆動信号に基づいてゲートラインに制御信号を出力
する段階と、
を含むフラットパネル表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はフラットパネル表示
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装置及びその駆動方法に関し、より詳しくはフラットパ
ネル表示装置を駆動する駆動装置及びその駆動方法に関
する。
【０００２】
【従来の技術】商用化されている代表的なフラットパネ
ル表示装置としては液晶表示装置（LCD:Liquid Crystal
 Display）及びプラズマ表示装置（PDP:Plasma Display
 Panel）があり、その他にもＥＬ（Electro Luminescen
ce）表示装置等に関する開発が進められている。
【０００３】フラットパネルディスプレイモジュール
は、普通二枚のガラス基板の間にセルがマトリックス形
態で配列されているフラットパネルと、フラットパネル
を駆動するＰＣＢモジュール、及びこれらを保護し一体
化させるためのケースで構成される。
【０００４】一方、図１に示された通常のフラットパネ
ルディスプレイモジュールの全体回路構成図のように、
通常フラットパネル４０を駆動するＰＣＢモジュールは
以下のような構成から成っている。ＰＣなど外部から
Ｒ、Ｇ、Ｂ映像データと同期信号などを受信してＦＰＧ
Ａ（Flat Pin Grid Array）形態のカスタムＩＣ（Integ
rated Circuit）であるタイミングコントローラー（T-c
on:Timing-controller）等により処理して、フラットパ
ネル４０の構造に合うように映像データと各種制御信号
を処理して生成するメインＰＣＢ１０、メインＰＣＢ１
０から受けたロードライバー制御信号５０と電源５１に
よってロー信号線にスキャニング信号を供給するロード
ライバー２０、及びメインＰＣＢ１０で処理された映像
データをデータ制御信号６０と階調電圧６１を受けてフ
ラットパネル４０に供給するカラムドライバー３０から
なっている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかし、メインＰＣＢ
１０上に具現される従来の駆動回路は、タイミングと各
種入力される駆動インターフェース条件がパネルに合う
ように設定されたスペック（specification）に限定さ
れるマスキングタイミングセッティング（MaskingTimin
g Setting）方式になっており、使用者条件、ディスプ
レイソース、モニター製品の入力条件変化に応じて、タ
イミング的・駆動的に変更修正を行うことが不可能であ
る。つまり、駆動可能範囲であっても駆動装置でハード
ウェアー的オプション処理でなければ、設定が固定され
ているため表示特性の最適化を流動的に行うことが不可
能である。これは、フラットパネルディスプレイの入力
条件が基本的にベサ（VESA）スペックで入力タイミング
条件を有するようになっているためであり、一方、グラ
フィックソース側はフラットパネルディスプレイモジュ
ールに保存されたＤＤＣ（Digital Data Communicatio
n）情報を基準にパネル駆動のためのデジタルインター
フェースタイミングコントロール信号を発生させて表示
する。その他にも、市場に発表されているフラットパネ
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ルディスプレイモニター製品は階調区分のためのガンマ
電圧と各種電源がセッティングされている。
【０００６】従来技術によると、オプションボードを追
加することにより使用者がＯＳＤ（On Screen Displa
y）機能による画面表示状態を確認しながら調整したり
ハードウェアの直接調整などで、ガンマ、フリッカー電
圧、輝度、スケーリング、ＦＲＣ（Frame Rate Contro
l）、Ｉ/Ｏフォーマットなどを調整できるようにするこ
とはできる。しかし、このような機能のみによると、万
一フラットパネル駆動回路上でＩ/Ｏ（Input/Output）
タイミングを変更（駆動周波数の変更または最少最適の
ブランキングタイムへの変更）して最適の画面を駆動す
ることができたり、またはグラフィックソースで追加回
路を通じて標準信号を処理することによって、最適の条
件で前記のように駆動周波数の変更または最少最適のブ
ランキングタイムへの変更になるようにして非常に良い
駆動環境になるとしても、Ｉ/Ｏフォーマットが汎用的
なディスプレイ標準を満足しなければならないので、前
記条件がいくら良くても変更に対するリスクが非常に大
きくならざるをえない。
【０００７】そして、特にモニター用ではディスプレイ
ソースのＩ/Ｏフォーマットが異なるものを駆動するた
めにインターフェースが要求され、もしフレーム周波数
またはブランキング区間個数に差異が生じるとＦＲＣ調
整が可能な追加システムボード（Ａ/ＤボードまたはＤ/
Ｄボードなど）のオプションボードによる支援が必要で
ある。この時もまた、フラットパネルディスプレイにＩ
/Ｏフォーマットの限定性が生じてディスプレイ製品の
効率を１００％使用できず、前記オプションボードによ
るジター（jitter）や両者間のインターフェース条件が
よく合わなくて画質に悪い影響を与えるなど、モニター
製品の特性最適化に十分寄与できない。
【０００８】前記のように、フラットパネルディスプレ
イでの固定性は、ＣＲＴ（CathodeRay Tube）ディスプ
レイとはその表示方式が異なるため発生するものであっ
て、ＣＲＴの場合にはフレーム周波数が４０Ｈｚから８
５Ｈｚまで非常に幅広く駆動することができるが、フラ
ットパネルディスプレイの駆動方式はパネルの特性によ
って固定される。つまり、フレーム周波数が、現在パネ
ルの特性が６０Ｈｚで最適化されたものであれば、当然
６０Ｈｚの条件で駆動条件も最適化される。また、グラ
フィックカードまたはディスプレイソースが全てＶＥＳ
Ａ規格に従うわけではないために、業者によって少しず
つ偏差が発生して標準タイミングとは多少異なるデータ
が供給される。したがって、フラットパネルの最適駆動
条件タイミングがＶＥＳＡ標準信号と異なる場合が生じ
る。また、業者によって標準信号に少しずつ偏差が生じ
る場合に、このように流動的なタイミングを調整するた
めに追加的なオプションボードを使用するが、それだけ
では前記に言及したようにその機能が不充分で、その費
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用も非常に大きいと言える。
【０００９】そして、ベサディスプレイ入力タイミング
の基準は、ＣＲＴ基準で電子ビームのライン走査後、そ
の次のラインに戻るブランキング時間（水平同期信号、
バックポーチ（back porch）、フロントポーチ（front 
porch））と１フレームを走査した最後の位置で再び最
初に戻ってくるのに掛かるブランキング時間（垂直同期
信号、バックポーチ、フロントポーチ）がフレーム周波
数別にスペック化されている。しかし、フラットパネル
の駆動では走査方式でなくアクティブマトリックス方式
などの方法が利用されるので、ラインまたはフレームの
最後の表示信号の伝達後、帰線所要時間がＣＲＴとは異
なって非常に最小画素（水平帰線時）またはライン（垂
直帰線時）程度のブランキング時間だけあれば良い。ま
た、Ａ/Ｄボードなどのオプションボードを使用するこ
とによって、ＶＥＳＡ条件での不必要なブランキング時
間により動作周波数が高まり、ブランキング時間が長く
て不安定となるため、インターフェースプロセスやＩ/
Ｏが不安定になると、フラットパネルの駆動条件も非常
に不安定になる。したがって、前記のようにブランキン
グタイムを減らして最適の駆動タイミング条件でフラッ
トパネルを駆動することができるようにし、表示特性が
安定化され信頼性も良くなるようにする必要が生じた。
【００１０】また、製品の偏差または使用者の環境及び
条件によって表示特性が異なって調整されなければなら
ない場合がある。このようなフラットパネルモニター製
品の場合に、従来はフラットパネルの特性に合うように
固定された最適駆動条件の追加的なオプションボードま
たはインターフェースボードによって調整する必要があ
った。しかし、ガンマ、コントラスト、ブライト、フリ
ッカー、及びその他の表示特性の調整によってフラット
パネルの特性に合うように固定された最適駆動条件を変
更する場合に、Ａ/Ｄボードやオプションボードを使用
すれば、クラッピング（clapping）により対比される上
下の階調がとぎれてしまい、フラットパネル特性を１０
０％の効率で用いることができない問題があった。
【００１１】したがって、前記に記述されたような、オ
プションボードの使用によるコストなどの上昇を除去す
るのは当然のことであり、インターフェース条件の不一
致によるジターなどの発生を抑制する根本的な駆動方法
が必要となった。つまり、解像度情報及び映像信号の垂
直周波数、水平周波数、映像信号のメイン周波数など動
作周波数に対する情報だけでなく、使用者が調整できる
ようになっているガンマ、フリッカー電圧、輝度値など
に対するデジタル情報をグラフィックソースとフラット
パネルディスプレイモジュール間で共有できるように
し、使用者が更新できるようにして、ＦＲＣ、Ｉ/Ｏフ
ォーマット、その他の表示特性情報などの変更を柔軟に
する必要が生じた。特に、グラフィックソースから出力
される信号が標準規格信号の他に使用者の定義によって



(4) 特開２００２－３６６１２３

10

20

30

40

50

5
ブランキング時間が変更されて映像信号の周波数まで変
更された映像信号の場合であっても、基本的にフラット
パネル表示装置の駆動に適するように最大限活用するこ
とができるようにすることが必要である。
【００１２】従って、本発明の目的は追加的なオプショ
ンボードなしにも、ＶＥＳＡ標準ＤＤＣ機能をするシリ
アルバスを利用して、駆動装置内でＩ/Ｏタイミング及
びその他の表示特性の保存と共有が可能であり、調整と
アップロードを可能にして、幅広くて柔軟なインターフ
ェースを有するフラットパネル表示装置及びその駆動方
法を提供することにある。
【００１３】
【課題を解決するための手段】このような技術的課題を
達成するための本発明の一つの特徴によるフラットパネ
ル表示装置は、シリアルバスを通じてグラフィックソー
スからデジタル映像情報及び制御信号を直接受信して、
パネル特性に適したデジタル映像情報及び制御信号を発
生させて画面を表示する。
【００１４】また、本発明の他の一つの特徴によるフラ
ットパネル表示装置は、シリアルバスを通じてグラフィ
ックソースから直接入力されるデジタル表示情報を保存
するメモリ部と、前記グラフィックソースから受信した
デジタル表示情報に基づいて、該当フラットパネルに適
した表示情報を前記メモリ部から抽出して駆動信号を出
力するタイミングコントローラーと、前記タイミングコ
ントローラーから受信した多数の信号に基づいてデータ
ラインに映像信号を出力するデータドライバーと、前記
タイミングコントローラーから受信した多数の信号に基
づいてゲートラインに制御信号を出力するスキャンドラ
イバーとを含む。
【００１５】ここで、前記デジタル表示情報は、多数の
フラットパネルに適した多数形態の信号を含むことも可
能である。
【００１６】また前記デジタル表示情報は、使用者が所
定のプログラムを使用した所定のデータ入力によって前
記グラフィックソースからシリアルバスに出力する所定
の信号によって変更可能である。
【００１７】また前記デジタル表示情報は、使用者が前
記フラットパネル表示装置外部に設置された所定のキー
を使用して所定のデータを入力することによって変更可
能である。
【００１８】これにより、シリアルバスを通じてグラフ
ィックソース部から出力されるディスプレイ信号を受け
て処理し表示するフラットパネル表示装置において、前
記グラフィックソース部がシリアルバスを通じてフラッ
トパネルディスプレイモジュールからフラットパネルの
表示特性情報を読み出して解釈することによって、対応
している新たな規格のディスプレイ信号を出力すること
ができる。ここで、前記フラットパネルの表示特性情報
は、使用者が所定のプログラムにより所定のデータを入
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力することに対応してグラフィックソース部からシリア
ルバスに出力する所定の信号によって変更可能であるだ
けでなく、使用者が前記フラットパネル表示装置の外部
に設置された所定のキーを使用して所定のデータを入力
することによっても変更することができ、製品の偏差ま
たは使用者の環境及び条件にあわせてフラットパネルを
駆動可能である。
【００１９】また、本発明の特徴によるフラットパネル
表示装置の駆動方法は、シリアルバスを通じてグラフィ
ックソースから直接入力されるデジタル表示情報を保存
する段階と、前記グラフィックソースから受信したデジ
タル表示情報に基づいて、フラットパネルに適した表示
情報を抽出して駆動信号を出力する段階と、前記駆動信
号に基づいてデータラインに映像信号を出力する段階
と、前記駆動信号に基づいてゲートラインに制御信号を
出力する段階とを含む。
【００２０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の属する技術分野に
おける通常の知識を有する者が本発明を容易に実施でき
る好ましい実施例によるフラットパネル表示装置の具体
的な構成及び動作を添付した図面を参照しながら詳細に
説明する。
【００２１】図２のように、本発明の実施例による液晶
表示装置（フラットパネル表示装置）の基本構成は、グ
ラフィックソース部３１０を含むグラフィックソース３
００と、コネクタ４１０、Ｄ/Ａ変換部４２０、メモリ
部４３０及びタイミングコントロール部４４０とを含む
液晶パネルディスプレイモジュール４００からなる。こ
こで、本発明の実施例による液晶表示装置では、従来の
オプションボードの機能を全て実現することができ、オ
プションボードを除去してもそれ以上の機能を維持し、
結果的にコストダウンにも寄与する。また従来の構成の
ようにオプションボードの採用が不要であるが、これを
採用する場合にも本発明の特徴による全ての機能実現に
支障がない。
【００２２】グラフィックソース部３１０はＰＣ本体や
その他の映像信号を出力するシステム、つまり、グラフ
ィックソース３００の一部として、同期信号、グラフィ
ック信号、及びその他の制御信号を生成して出力する装
置に当たる。特に、シリアルバスを通じて液晶パネルデ
ィスプレイモジュールに用いる液晶パネル（フラットパ
ネル）の表示特性情報を読み出して解釈することによ
り、対応されている新たな規格のディスプレイ信号を出
力する。
【００２３】コネクタ４１０は、ＰＣ本体などグラフィ
ックソース３００のグラフィックソース部３１０から出
力されて所定のケーブル３１１、３１２を通じて伝えら
れるディスプレイ信号を受信するためのＤＶＩやＤ－Ｓ
ＵＢなどのシリアルバス用コネクタを言う。
【００２４】Ｄ/Ａ変換部４２０は、メモリ部４３０に
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7
保存されている液晶パネルの表示特性情報に含まれた所
定の画面表示情報をアナログ信号に変換する。つまり、
使用者が調整できるようになっている液晶パネルの表示
特性情報の中でＤ/Ａ変換になってアナログ電圧として
供給されなければならないガンマ、フリッカー電圧、輝
度などの画面表示情報を、デジタルデータ値として受信
しアナログ電圧に変換してＰＣＢモジュールの各対応回
路に供給する。ここで、前記のような一連の動作は一般
的な液晶表示装置の動作と同様にタイミングコントロー
ル部４４０の制御を受けて実行される。
【００２５】メモリ部４３０は、使用者が変更可能なフ
ラットパネルの表示特性情報を保存しており、前記グラ
フィックソース部３１０と共有されている。ここで、前
記液晶パネルの表示特性情報は液晶パネルの規格に関す
る情報であって、液晶パネルを駆動するための解像度情
報と映像信号の垂直周波数、水平周波数、映像信号のメ
イン周波数など動作周波数情報などに関する情報だけで
なく、前記使用者が調整できるようになっているガン
マ、フリッカー電圧、輝度値などに関するデジタル情報
を言う。以上のような情報を記憶するメモリ部は、ユー
ザーが書き込み可能なＰＲＯＭや、書き換え可能なＥＰ
ＲＯＭ等に代表される不揮発性メモリであっても良い。
【００２６】タイミングコントロール部４４０は、シリ
アルバスを通じてグラフィックソース部３１０から出力
されるディスプレイ信号を受けて演算処理して、液晶パ
ネルを駆動させるディスプレイ信号を出力する。つま
り、前記液晶パネルの表示特性情報に対応する映像信
号、制御信号など液晶パネルのディスプレイ信号を出力
してＰＣＢモジュールの各対応回路に供給する。
【００２７】このような構造からなる本発明の実施例に
よる液晶表示装置の動作をより詳細に説明する。
【００２８】まず、ＣＲＴの場合にはフレーム周波数が
４０Ｈｚから８５Ｈｚまで非常に幅広く駆動できるが、
これとは異なって、液晶パネルディスプレイの駆動方式
はパネルの特性によって固定されるようになっているの
で、フレーム周波数が現在パネルの特性が６０Ｈｚで最
適化されたものであれば、当然６０Ｈｚ条件でタイミン
グコントロール部４４０などの駆動条件も最適化され
る。しかし、いままでの一般的なモニターのディスプレ
イは、グラフィックソース３００から出力される信号が
ＶＥＳＡなど標準規格信号に固定されたものを液晶パネ
ルディスプレイモジュール４００で受けて、オプション
ボードとタイミングコントローラーの演算処理によって
ある程度ＦＲＣやＩ/Ｏフォーマットなどを調整して出
力することが可能であるが、グラフィックソース３００
から出力される信号自体がＦＲＣやＩ/Ｏフォーマット
などが調整されるようにする場合はない。特に、長くな
っているブランキング時間は、ＣＲＴの走査方式にだけ
必要であり、液晶パネルディスプレイのようにデジタル
信号処理によるアクティブマトリックス方式などのディ
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スプレイでは不要であるので、これを最大限に除去すれ
ば液晶パネルの駆動においていろいろ有利になる。
【００２９】これにより、本発明の実施例による液晶表
示装置において、オプションボードを使わずにグラフィ
ックソース３００から出力される信号自体のＦＲＣやＩ
/Ｏフォーマットなどが調整できるだけでなく、ブラン
キング時間も調整できる。その動作過程は次の通りであ
る。
【００３０】図２に示されたような本発明の実施例によ
る液晶表示装置の動作は次の通りである。まず、ＰＣ本
体などのようなグラフィックソース３００とＤＶＩまた
はＤ－ＳＵＢコネクタ４１０を通じて所定のケーブル３
１１、３１２に連結されている液晶パネルディスプレイ
モジュール（またはモニター）４００に、全体動作のた
めに設置されている所定の電源が付けられることで、メ
モリ部４３０に保存されている液晶パネルの表示特性情
報はＤＤＣ情報としてシリアルバス４１１、４１２を通
じてグラフィックソース部３１０に伝送される。グラフ
ィックソース部３１０は、このような情報を解釈するこ
とで、その解釈結果に対応する各種のディスプレイ信号
を所定のケーブル３１１、３１２を通じて液晶パネルデ
ィスプレイモジュール４００に伝送する。
【００３１】この時、従来の技術とは異なって、グラフ
ィックソース部３１０と液晶パネルディスプレイモジュ
ール４００のメモリ部４３０との間の共有ＤＤＣ情報に
前記液晶パネルの表示特性情報が含まれるようにする。
この時、このような液晶パネルの表示特性情報は使用者
が所定のアプリケーションプログラムなどによって変更
することができ、このように変更された情報は再びメモ
リ部４３０で更新され、このような液晶表示装置を再び
使用する時はメモリ部４３０に更新された情報通りにグ
ラフィックソース部３１０が読み出して解釈する。つま
り、使用者は、液晶パネルに合う最適条件をグラフィッ
クソース３００に修正入力（recommand）することによ
って、グラフィックソース部（ＰＣ、その他のディスプ
レイシステム）３１０で入力タイミングを直接調整する
ことができるようになっている。
【００３２】ここで、使用者が所定のアプリケーション
プログラムなどによって変更できる液晶パネルの表示特
性情報には、前述したようにＦＲＣ、Ｉ/Ｏフォーマッ
トの他にもスクリーンに現れる画面表示（輝度、ガン
マ、フリッカーなど）情報などがある。特に、標準規格
になっている映像信号に存在するブランキング時間まで
も調整可能になっていて、液晶ディスプレイモジュール
４００はＶＥＳＡ規格信号とは異なる新たな規格の信号
を受けて動作するようになる。
【００３３】つまり、グラフィックソース部３１０で発
生する従来のディスプレイ信号は図３に示すように、同
期信号部分（ａ）、バックポーチ（ｂ）、映像データが
載せてある部分（ｃ）、及びフロントポーチ（ｄ）から
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9
なり、バックポーチ（ｂ）がフロントポーチ（ｄ）より
多少長いことを特徴とする。反面、本発明の実施例によ
ってブランキング時間が調整されれば、図４に示すよう
に、映像データが載せてある部分（ｇ）が相対的に長く
なり、他の同期信号部分（ｅ）、バックポーチ（ｆ）、
及びフロントポーチ（ｈ）などは液晶パネルの駆動のた
めの信号処理に必要な適当な部分だけが残っていて、で
きるだけ狭まるようになる。前記で使用者が所定の応用
プログラムなどによってブランキング時間を調整すると
いうのは、ディスプレイ信号の規格情報、つまり、映像
データが載せてある部分（ｇ）、同期信号部分（ｅ）、
バックポーチ（ｆ）、及びフロントポーチ（ｈ）などに
対する時間を定義し、グラフィックソース部３１０が新
たな規格のディスプレイ信号を生成するようにすること
を言う。
【００３４】前述したように、メモリ部４３０に新たな
表示特性情報が更新されれば、グラフィックソース部３
１０はこの情報を読み出して解釈することによりそれに
合うディスプレイ信号を生成して液晶パネルディスプレ
イモジュール４００に伝送する。この時、伝送されたデ
ィスプレイ信号は、シリアルバス４１１、４１２を通じ
てＤ/Ａ変換部４２０とタイミングコントロール部４４
０にも共に共有されている。タイミングコントロール部
４４０は、液晶パネルを駆動するのに必要な映像信号と
各種の制御信号を生成して配線４４１に沿ってＰＣＢモ
ジュールの各対応回路に供給する。Ｄ/Ａ変換部４２０
もやはりメモリ部４３０に保存された表示特性情報によ
ってタイミングコントロール部４４０の制御を受けて、
ガンマ、フリッカー、輝度などの状態に対するデジタル
データをＤ/Ａ変換して配線４２１に沿ってＰＣＢモジ
ュールの各対応回路に供給する。
【００３５】前記のように、使用者が所定のアプリケー
ションプログラムなどによって、画面の表示状態を示す
画面表示（輝度、ガンマ、フリッカーなど）データを調
整するようになれば、Ａ/Ｄボードなど追加的なオプシ
ョンボードなく既存のＯＳＤ機能もデジタル処理によっ
て実現できるようになるので、液晶パネルに固有なガン
マ値を全領域活用することができる。つまり、図５に示
すように、従来のＡ/Ｄボードなどオプションボードを
使用する場合には、回路の特性上、ブライトを調整する
時（Ａ）には基準ガンマ変化（Ｒ）に比べて最高階調近
くの階調値が喪失し、コントラストを調整する時（Ｂ）
には最低階調近くの階調値を喪失するが、図６に示すよ
うに、本発明の実施例によってデジタル処理するように
すれば、ブライトを調整（Ｃ）したりコントラストを調
整（Ｄ）しても殆ど基準ガンマ変化（Ｒ）に近接するガ
ンマ変化を維持するので液晶パネルの表示能力を最大限
に活用することができる。
【００３６】一方、使用者が所定のアプリケーションプ
ログラムなどを通じて、画面の表示状態を示す液晶パネ
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ルの表示特性情報を調整して実現することができるが、
また、これは全てのモニターでＯＳＤ機能を支援するよ
うに前記液晶表示装置の外部に所定のキーを設置して使
用者に所定のデータを入力するようにすることと併用し
て実現することもできる。
【００３７】前述のように、本発明の実施例によって、
シリアルバスを通じてグラフィックソース部３１０から
出力されるディスプレイ信号を受けて処理し表示する液
晶表示装置において、前記グラフィックソース部３１０
がシリアルバスを通じて液晶パネルディスプレイモジュ
ール４００で液晶パネルの表示特性情報を読み出して解
釈することによって、対応されている新たな規格のディ
スプレイ信号を出力することができる。ここで、前記液
晶パネルの表示特性情報は、使用者が所定のプログラム
を使用して所定のデータを入力し、そのデータに対応し
て前記グラフィックソース部３１０でシリアルバスに出
力する所定の信号によって変更可能であるだけでなく、
使用者が前記液晶パネル表示装置の外部に設置された所
定のキーを使用して所定のデータを入力することによっ
ても変更できる。
【００３８】前記に記述された、本発明の実施例による
液晶表示装置に関する説明は、液晶表示装置の以外に
も、ＰＣＢモジュール上での駆動方式が類似しているプ
ラズマ表示装置（ＰＤＰ）や有機ＥＬ表示装置などの一
般的なフラットパネル表示装置にもそのまま適用でき、
本発明は前記請求範囲から逸脱しない範囲内で様々な変
更及び実施が可能である。
【００３９】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によってフ
ラットパネル表示装置を駆動することにおいて、オプシ
ョンボードの使用によるコストなどの上昇を除去するの
は当然のことであり、インターフェース条件の不一致に
よるジターなどの発生を源泉的に抑制することができ
る。
【００４０】また、、ディスプレイ用グラフィックカー
ドまたはディスプレイソースが、このＩ/Ｏフォーマッ
ト情報をＤＶＩまたはＤ－ＳＵＢなどのインターフェー
スケーブルコネクタのシリアルバスまたはＩ2Ｃバスを
通じてフラットパネルの駆動条件を読み出してＩ/Ｏイ
ンターフェースされる最適の条件を探したり、使用者の
調整またはディスプレイソースで要求されるＩ/Ｏタイ
ミングを指定して最適条件でセッティング値を再びフラ
ットパネル側に送り、ディスプレイソースで要求するデ
ィスプレイタイミングでセッティングすることができる
ようにすることにより、ＶＥＳＡ以外のどの規格のタイ
ミング条件でもグラフィック信号を支援できるようにす
ることができる。特に、同一ディスプレイ解像度で同一
フレーム周波数である時に、フラットパネルの駆動周波
数がＶＥＳＡ規格より低い周波数でも駆動が可能にな
り、周波数が低くなればフラットパネルの特性上、画素
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表示のための充電時間などが長くなったり画素データ処
理に時間的余裕が生じて、表示特性が改善される効果が
ある。
【００４１】また、フラットパネルの最適駆動条件タイ
ミングがＶＥＳＡ標準信号と異なったり、標準信号が業
者によって少しずつ偏差が生じる場合に、このように流
動的なタイミングをタイミングコントローラーのシリア
ルバス（Ｉ2Ｃバス、ＳＰＩバス、３-ＷＩＲＥバスな
ど）インターフェースによって自由に入力タイミングと
出力タイミングを調整できる。そして、そのデータセッ
ティング値をＤＤＣ（Digital Data Communication）デ
ィスプレイ情報を保存するメモリに保存してタイミング
に関する情報を共有するようにして、Ｉ/Ｏの正確な情
報を保存して継続的な更新や、外部環境の変化にも継続
的な調整を可能にすることによって、追加的なオプショ
ンシステム（Ｓｃａｌｅｒ、ＤＳＰ、ＦＲＣ機能を有す
るＡ/Ｄボードなど）がなくても駆動条件変更によるＤ
ＤＣディスプレイ情報のコントロールが可能になり、モ
ニター製品のタイミングマージンに対する特性を広範囲
に確保できるようになる。
【００４２】また、表示特性のうち、ガンマは外部で抵
抗または電圧分割方式で固定された電圧を発生してガン
マが目標値に固定される。このため、Ａ/Ｄボードを使
用したり他の中間インターフェースによってコントラス
トやブライトを調整するようになれば、階調全体に対す
るガンマ調整ができなくなるが、シリアルバスによって
電圧が自由にセッティングされてモニター製品階調特性
水準は変化なく所望の値に調整されるようにしてフラッ
トパネルの輝度効率を１００％使用しながら調整が可能
になる。
【００４３】また、使用者が調整した値やグラフィック
ソースの要求によってセッティングされる値はシリアル
バスを通じて共有されるメモリなどの保存装置に保存し
てモニター製品の状態と情報を共有し調整が可能である
だけでなく、更新/再入力が可能になって最適の表示特 *
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*性情報を管理することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】通常のフラットパネルディスプレイモジュール
の全体構成を説明するためのブロック図である。
【図２】本発明の実施例によるグラフィックソース部と
フラットパネルディスプレイモジュールを示すブロック
図である。
【図３】従来の技術によってグラフィックソース部で発
生するディスプレイ信号の一例である。
【図４】本発明の実施例によってグラフィックソース部
で発生するディスプレイ信号の一例である。
【図５】従来の技術によってオプションボードを使用す
る時のガンマ変化を示した図面である。
【図６】本発明の実施例によってシリアルバスを通じて
表示特性を調整する時のガンマ変化を示した図面であ
る。
【符号の説明】
１０  メインＰＣＢ
２０  ロードライバー
３０  カラムドライバー
４０  フラットパネル
５０  ロードライバー制御信号
５１  電源
６１  階調電圧
３００  グラフィックソース
３１０  グラフィックソース部
３１１、３１２  ケーブル
４００  液晶パネルディスプレイモジュール
４１０  シリアルバース用コネクタ
４１１、４１２  シリアルバース
４２０  Ｄ／Ａ変換部
４３０  メモリ部
４４０  タイミングコントロール部
４４１  配線

【図１】 【図５】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种平板显示装置及其驱动方法，该装置无需安装
选件板即可轻松调节显示特性。 液晶面板显示模块400经由串行总线
411、412以及电缆311和312将诸如数字图像信息和液晶面板的控制信号
之类的显示特性信息从存储单元430传输到图形源单元310。 图形源单元
310解释该信息，生成适合于面板特性的数字图像信息和控制信号，并显
示屏幕。 这样，可以通过平板显示模块来修复和解释平板的显示特性信
息，并且可以输出新标准的相应显示信号。
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